
Hン年レ.フ
20■ 2年

日創ブロニテ´

メガソーラー「

「コの

|_Ji11■ ti■

福
岡
県
産
車
珠
の
商
品
化
が

近
づ
い
て
い
る
．
宝
節
品
大
手

の
ヽ
キ
モ
Ｌ

（東
京

・
中
央
）

が
玄
坪
椰
に
浮
か
ぶ
相
鳥

（
あ

い
の
し
ま
、
同
県
新
●
に
）
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真
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冬
の
ボ
ー
ナ
ス
ー
・
７
％
増

福
岡
市
の
企
業

２

年

連

続

プ

ラ

一
■
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字」

山

Ｌ

工

場

で

は

こ
れ

ま

で
、
家
庭
や
学
校
向
け
の
大

陽
光
発
電
装
置
用
を
中
心

に

月
間
１
０
０

ント
弱

っ
架
台
を

生
産
し
て
い
た
．
メ
ガ

ソ
ー

台
の
＋
産
体
制
が

べ調所

ス
　
離

％
増

の
４３
万

９
９

８
３
円

一　

伸
び
率
は
Ю
年
と
に
は
同

で
、
冬

の
ポ
ー
ナ
ス
と
し
て

一
じ
．
製
造
業
の
平
均
は
４
・２
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都会の「力
盛況につ

た 約

め ｀

０
１
，
３
０
０
人
の
企
業
の

み
０

・
２
％
減
と

マ
イ
ナ
ス

を
記
録
し
た
。
３
０
１
～
１

０
０
０
人
の
企
業
が
３
　
４

％
増
と
最
も
高
い
伸
び
を
示

し
た
。

調
査
は
１１
年
１２
月
，
‐２
年

１
月
に
実
施
。
１
６
０
０
社

の
う
ち
、
前
年
同
期
と
比
較

可
能
な
３
３
０
社
か
ら
回
答

を
得
た
。
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し
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養
殖
に
乗
り
出
し
た
。

初
め
て
浜
場
げ
を
し
た
０８
年

の
卓
珠
の
採
取
量
は
約
８
０
０

０
個
．
５
年
目
の
今
年
は
約
１３

万
個
に
達
し
た
。
相
島
の
ア
コ

ヤ
Ｆ
は
大
き
く
育

つ
傾
同
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あ
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冬
閂
業
し
た
カ
キ
小
屋

・
写

真
＝
の
営
業
を
３
月
４
日
ま

で
延
長
す
る
と
発
表
し
た
。

当
初
は
今
月
口
口
に
開
め
る

予
定
だ

っ
た
が
、
想
て
以
上

い
て
貪

べ
る
●
設
で
、
冬
場

に
福
岡
県
内
各
地

に
設
営
さ

れ
る
。
ベ
イ
サ
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ド
ブ
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で
も
１
月
６
日
、
カ
キ
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Ｊ
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在
来
線
で

鹿
児
島
県
の
Ｃ
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
出
宮

る
必
要
が
あ
り
、
商
品
化
に
一

一
定

量

の
確
保
が
人

か
せ
一

い
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消
費
電
力
を
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津福工業
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新
開
発
の
冷
蔵
設
備
で
も
一　
同
社
の
２
年
２
月
中
の
売
一
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冷
蔵
設
備
、食
品
や
医
薬
向
け

特
殊
空
調
機
器
の
津
福
工

業

（福
岡
県
久
留
米
市
、
津

福

一
宏
社
長
）
は
食
品
や
医

薬
品
倉
庫

同
け
の
冷
蔵
設
備

で
、
消
費
電
力
を
従
来
に
比

べ
最
大
５
割
減
ら
せ
る
新
製

品
を
開
発
し
た
、
食
品
　
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
や
卸
業
者
に

今
脊
か
ら
販
売
を
始
め
、
２

０
１
３
年
２
月
期
に
１
億
円

の
売
上
高
を
目
指
す
。

同
社
は
空
気
キ
冷
や
す
冷

媒
ガ
ス
を
循
環
さ
せ
る
Ｌ
締

機

の
電
源
を
落
と
し
て
も
、

冷
媒
ガ
ス
が
配
管
内

の
気
Ｌ

変
化
で
自
動
的
に
循
環
し
て

低
温
を
保

つ
独
自
の
特
許
技

術
を
持

つ
。
こ
れ
ま
で
は
厳

し
い
温
度
管
理
が
求
め
ら
れ

る
大
学
や
研
究
機
関
の
実
験

室
向
け
に
、
同
技
術
を
使

っ

源
を
入
れ
る
頻
度
は
従
来
の

４
分
の
１
に
減
り
、
消
費
電

力
の
大
幅
削
減
に
つ
な
が
る

と
い
う
。
価
格
は
床
面
積
５

司は冬諫
■年、商蝙化へ

福

岡
商

二
会
議

所
は

６

、
格
岡
市
内
の
会
員
企
業

年
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給

況
を
発
表
し
た
。
平
均
支

頷
は
前
年
同
期
比
１

・
７

な
ど
を
対
象

に
し
た
２
０
１

駅
前
屋
台
村
、２５
店
に
決
定

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
前
に

を
予
定
し
て
い
る

一
か

ご

っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」

に
つ
い
て
、
運
営
主
体
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
、
産
兒
島
グ
ル
メ

都
市
企
画

（竹
之
内
雄
作
埋

事
長
）
は
６
日
、
店
舗
概
要

を
発
表
し
た
。
地
元
食
材
を

使

っ
た
店
や
ラ
ー
メ
ン
店
な

ど
計
２５
亡
舗
が
出
店
す
る
．

４
月
２６
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
だ
。
初
年
度
は
来
場
者

ｍ
万
人
、
売
上
高
５
億
円
を

日
指
す
。

屋
台
村
の
床
面
ヽ
は
８
０

〇
平
方
ｒ
強
で
、
１
店
舗
当

た
り
の
店
舗
面
積
は
１２
平
方

卜
．
料
理
は
黒
豚
や
地
鶏
、　
一　

度
児
島
県
は
西
日
本
旅
費

フ
ナ
ギ
な
ど
”
見
島
を
代
表

一鉄
●

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
と
鮨

す
る
食
材
を
使

っ
た
も
の
か

一
み
、
関
西
で
の
大
規
模
観
半

ら
、
ラ
ー
メ

ン
、
す
し
、

ス

一キ

ャ

ン

ペ

ー

ン
を

展

開

十

ベ
イ
ン
料
理
ま
で
幅
広
い
。　
一る
。
１３
〕
か
ら
３
月
中
旬
〓

営
業
時
間
は
店
に
よ

っ
て
異

一
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
菅
内
の
在
立

な
る
が
、
年
前
２
時
こ
ろ
ま
一線
の
〓
内
モ
ニ
タ
ー
で
、
南

で
開
く
店
も
あ
る
と
い
う
。　
一
児
島
県
出
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人
気
ア
イ
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市

内
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し
て
も
ら
え
れ
は
、
」

几
島
の
食
の
菫
童
さ
が
分
ヽ

っ
て
も
ら
え
る
は
ず
だ

一
一

之
内
理
事
長
は
話

，
た


